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在家者の生活の中の仏教─テーラワーダ仏教圏に 
おけるフィールドワーク報告から見えるもの
井ノ口　将　樹
1．はじめに
1．1　問題の所在
　仏教において、仏陀の教えを実践し伝えていく際の中心となるものは出家者の集団（サンガ）
である。テーラワーダ仏教（Theravada buddhism）圏（主にスリランカおよび東南アジア大陸
部）では、律の規定に従い、出家者は生産活動に従事せず修行に励むとされている。サンガは、
在家者による金銭的、物質的、作業的なサポート無くして存立しえないのであって、人里はなれ
て自給自足の生活を送ったり、世間との交渉を絶ち修行を中心とした生活をするということは律
を守る限りあり得ない。仏教が発祥の地インドにおいて滅んだのも、サンガを支える在家者集団
が消滅したことが原因と考えられていることからも、在家者の存在意義は大きいと思われる。
　従来は、仏教教義に必ずしも合致しない行動・言動（俗信、迷信のたぐい）が多い在家者は仏
教の正しい教義を教え導く教化の対象とはされていても、日々の生活の中での人間としての根底
にある考え方を説き明かし宗教的行動との関連を考える研究は少なかった。テーラワーダ仏教に
限らず、サンガ（仏教教団）が今後どのように存続し、発展していくべきかを考えるとき、「教
理の追究」や、直接的な財務・物質的な基盤の確立も必要であるが、実質的に組織を支えてきた
多様なかつ多数の在家者との共生も重要な課題であり、従来周辺化されてきていた「在家者の生
活の場における仏教」をどのようにとらえることができるか考察が必要と考える。
　小島 1 によれば、第二次大戦後、欧米の人類学の研究者により仏教教理のほかに “生きられる
仏教” を明らかにする研究が行われて、仏教の信仰以外に土着の精霊信仰とも呼ぶべきものが在
家信者を中心に根付いていることが明らかにされてきた。スパイロ 2 は、ミャンマーにおける仏
教と精霊信仰 3 を異質な体系（basic inconsistency）とみなし、タンバイア 4 は、タイにおいて
両者が階層的な秩序（hierarchical ordering）のもと相互補完的に統合されているととらえてい
る。
　メンデルソン 5 は、ミャンマーにおける俗人の仏教専門家ウェイザー（weikza）とそれへの信
仰に基づく “gain” と呼ばれる組織の存在に着目し、精霊信仰と仏教を「地域と結びついたアニ
ミズムという世界と、『純粋な』仏教という、より大きな国家規模の世界とのギャップを埋める
も の 」（the gaing world fills a gap between the locality-bound world of ‘Animism’ and the 
greater, national world of ‘Pure’ Buddhism.）と考えた。
　林 6 は、これらの研究は実践仏教の研究ではあるが、「仏教」を経典に記されたものをその本
質とみなす伝統的なとらえ方にとどまっていると指摘する。
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1．2　方法論
　テーラワーダ仏教が拠って立つパーリ聖典（TipiTaka、三蔵）は Vinaya（律）、Sutta（経）、
Abhidhamma（論）の順に呼ばれていることでも分かるように、出家者個々人の生活および出
家者集団としてのサンガのあり方を詳しく規定する vinaya を第一に挙げている。これは、テー
ラワーダ仏教においては仏教教団とは出家者を主体とする教団であると考えていることを示して
いる。従って、在家者の生活を規定するものとしては出家者の vinaya に相当するような、まと
められたものはないが、聖典中で出家者と在家者との関係について触れられている箇所にその役
割が垣間見られる。パーリ聖典から出家者とのかかわりから在家者に触れている箇所を取り上げ
ることにより、教義上仏教教団において在家者をどのように位置づけてきたかが分かる。
　テーラワーダ仏教については仏教学分野のほか人類学分野でもいくつかのフィールドワークに
基づく報告がなされている。出家者に関する調査報告としては、僧院における短期間出家体験な
どによる調査報告がある。在家者側の調査としては、村落に滞在し数か月～ 1 年程度共に生活を
することにより、年次行事や単発の行事などへの参加による調査報告、および短期間滞在での聞
き取り調査の報告がある。対象地域の特性や、調査者の視点の差異によって、これらの報告はそ
れぞれ様々な観点からなされており、報告の形式も多様であるので、同列に並べての単純な比較
は困難である。在家者の言動と行為は、全員が在家出身であるテーラワーダ仏教の出家者にとっ
ては習慣として自明なことであっても、部外者である研究者には把握しづらいため、教義との差
について様々な解釈がなされてきている。本稿では、これら先行研究で示されている結論として
の解釈に対しての個別の検討はしない。むしろ多様な形式をとっている先行研究調査から抽出し
た、教義（文献上）と行動（在家者の行動と出家者の行動）を質的に同等に対比させることに
よって、在家者の生活の中における信仰の位置づけが見えてくると考えるからである。仏教徒で
あると自他ともに認めている在家者が行う宗教的儀礼（出家者を招くもの／招かないもの）およ
びその言動のうちに垣間見えてくる宗教観について考える。すなわち、在家者からは「仏教」が
どのように見えているか、日々の生活の中において「仏教」とはどのように位置づけられている
かを考察する。
2．テーラワーダ仏教
　テーラワーダ仏教はパーリ聖典に基づいて戒律を守る生活を送る出家者（比丘、沙弥）の集ま
り（サンガ）を中心とする宗教である。聖典には、サンガを維持するために出家者個々人につい
ての規定、集団としてのサンガの運営に関する規定が詳しく述べられている。一方、在家者につ
いてはまとまった形での規定はなく、出家者との関係において断片的に取り上げられているもの
があり、聖典上（教義上）どのように考えられているかを確認する。つぎに、いくつかのフィー
ルドワークによる報告の中から、在家者の行動と、出家者をどのような存在と考えているかにつ
いていくつかの例を取り上げて検討する。
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2．1　悟りを目指す出家者
　テーラワーダ仏教と呼ばれて実践されているものの特徴として以下が挙げられる。7
（1）世俗社会の生活から離れ（出家）て、サンガ（出家者の集団）に入り、比丘となり律に従っ
た生活を送る。
（2）比丘は生産活動には一切かかわらないため、その生活はすべて在家者からの寄進（食物、生
活必需品、僧院の建物）に依存する。
（3）比丘は、瞑想を行い順次悟りへの階梯をのぼり、最終的には arahanta（阿羅漢）に至り解
脱を目指す 8。
（4）通常は、在家者である限り涅槃に入る（解脱する）ことはないと考えられていて、救済され
ない存在とされている。9
　悟りの最高の境地に至り、輪廻の苦から脱することのできるのは、少数の出家者のみであり、
その出家者の生活を支える多数の在家者は、仏教の最終目的である解脱。救済には与かれないと
される。
2．2　出家者と在家者との関わり
（1）経典から見えるもの
　出家者は律に従い一切の生産活動を行わず、生活に必要なものはすべて在家者からの寄進に
頼っている。例えば、“Itivuttaka” 10（『如是語経』）に、以下のように示されている。
　「在家者と出家者は双方ともお互いに依存しあって（中略）」
　“Sāgārā anagārā ca ubho aññoññanissitā，（中略）”
　「出家者は　在家者より、黄衣、生活用品、臥座所、危険の除去を受け取る」
　“Sāgāresu ca cīvaram
4
 paccayam
4
 sayanāsanam
4
, Anāgārā pat
4
icchanti parissayavinodanam
4
. ”
なお佐々木教悟 11 によると、ここでの出家者とは、単に家を出たものを意味するものではないとし
て、大品での記述をもとに説明している。すなわちサーリプッタとモッガラーナが釈尊の教団に入
る際に、釈尊に対して①出家 pabbajjā を得ることと②受具 upasampadā を得ることの二つを願い
出て許可されたとされている。upasampadā は近づくという意味であるが、仏教の僧伽成立後は、
具足戒を受けることを意味するようになったとしている。在家者から四資具の提供を受けるのは、
身体を維持するためのほかに、梵行を摂益するため（brahmacariyānuggahā）とされている 12
　在家者が出家者に対して四資具を提供することはどのような意味を持つか。池上要靖 13 によ
ると、福田（puññakkhetta）思想が根底にあるが、それは仏教以前から存在していて、修行者
や貧民、旅行者に対する布施が功徳の生じる福田とされていた。池上によるニカーヤでの福田の
対象の使用例の検討によると、対象は、ブッダ個人、比丘サンガのほかに、サンガの中の模範的
な比丘 “dhammehi samannāgato　bhikkhu” 14 を指し示す記述がある。これは布施の対象として
は好ましくないと思われている比丘もサンガの中にいたことを示唆していると考えられる。
　早島鏡正 15 によると、在家者から出家者に対する布施行は出家・在家共通の究極目的にかな
うものとしながら、「その背後には出家教団の存続と維持のためには、サンガを支える在家者の
財力を不可欠とする考え」があり、また、出家者の本務は修行に専念することであり、在家信者
の本務は布施・供養を捧げることであり、両者は明確に区別されているとする。
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　スッタニパータには、拝火バラモンであるスンダリカ・バーラドヴァージャが火に供物を捧げ
る火の祀りを行ったあと供え物をバラモンに上げようとしたが、釈尊に出会い、結局釈尊に帰依
して献上することになった経緯が述べられている。16
　“Buddho bhavam
4
 arahati pūral
4
āsam
4
 puññakkhettam anuttaram
4
 āyāgo sabbalokassa，bhoto 
dinnam
4
 mahapphalan”。17 すなわち福田という思想は、仏教以前から存在していたものであって、
祭りに使用した供物はそれにふさわしいと考えられるバラモン（生まれによる）に与えることに
よって功徳を生み出すと考えられていたことを、仏教では生まれではなく行為によってふさわし
い如来に与えることに変わった経緯が示唆される。
　早島によると、福田の対象は、当初はブッダその人であったが、やがてサンガとそれに所属す
る個人となり、さらに布施する施物自体にまで拡大したとされている。18 なお、最近清水洋平、
舟橋智哉によってタイの僧院に伝わる積徳に関する貝葉写本の調査がなされ、比丘が功徳を積む
（積徳）ことを在家者に勧める裏付けとして、パーリ三蔵経典および注釈文献から引用して構築
されていることが明らかにされつつある。19
（2）フィールドワーク報告から見えるもの
　ミャンマーにおけるスパイロ 20 の聞き取り調査によると、在家者が出家者（比丘）を尊敬す
る理由（Reasons for venerating monks）は、20 名に聞いたところ
 教えを守り、瞑想するから 8 名
 黄衣を着ているから  5 名
 ブッダの子だから  4 名
 性行為を絶っているから  2 名
 徳による   1 名
となっていて、必ずしも仏教教義を理解している者が大半を占めているとは言えない。また、律
を遵守している出家者に布施をする理由（Reasons given by laymen for monks’ compliance 
with rule）について 14 名に聞いた回答は
 在家者にメリットを与えるから 6 名
 出家者に食物を与えるために 4 名
 欲望を絶つために  1 名
 瞑想をするために  1 名
 仏教を進めるために  1 名
 在家者が彼らの比丘の信心深さを自慢できるように 1 名
6 名がメリットのためと答えているのは、明らかに福田思想を反映していると考えられる。すな
わち、出家者が律を遵守する生活をしなければならない理由は、布施の対象となる出家者が遵守
していなければ、在家者はメリットを得られない（あるいはメリットが少ない）と考えられてい
るからである。しかし、この回答は半数弱である。なお、スパイロが紹介している以下の皮肉め
いた “なぞなぞ ” は、在家者が出家者をどのように見ているかを端的に示唆している。21
 Question: One always gives to the other, but the other squanders what is given and 
   still asks for more. Who can it be?
 Answer: Layman and the monk
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　比丘（サンガ）が在家者からの布施を拒否する、いわゆる覆鉢（patta nikkujjana）は、この
福田思想に基づいており、それによって布施者が功徳を得る機会を無くす効果があるとされてい
て、過去に権力者等に対して行われたこともあると言われている。一方、在家者が比丘に対して
布施を拒否するという逆の事例の報告がある。
　スパイロによるミャンマーの農村での調査では、“conflict between laymen and monks” と節
を立て、比丘と在家者のあいだに起こっている争いについての報告がある 22。それによると、在
家者と比丘との争いが起きるのは、在家者同士の派閥争いのある場合に比丘がその一方の側につ
いた場合、あるいは比丘のあいだの派閥争いがある場合に、その一方に在家者が付いた場合が主
である。争いは、出家者が、反対陣営の在家者を不道徳で不信心とけなしたり、在家者が出家者
への施しを差し控えたりすることによりエスカレートする。その状態が何年も続くこともある。
その他の例として、農村で起きた争いについての報告がある。村に居住する比丘が、村人の葬儀
に際し、律にのっとった正式な招待がなかったことを理由として、葬送儀礼に出仕しなかったこ
とが発端となった争いである。在家者側は以後、この比丘および弟子たちに対して村で行われる
諸行事へ招待せず、この比丘の僧院で行われるカティナ祭（比丘の衣＝カティナおよび種々の生
活必需品を贈る儀式で、僧院生活にとって重要）にも参加せず、一切の布施を行なわない。在家
者側は、村内に居住している他の僧院の比丘たちを招いて布施を行っており、福田としてなんら
問題があるとは考えていない。争いに関するスパイロの質問に対し、在家者側は「例の比丘とは
何も争いはない」という回答をする一方で、比丘側は在家者が僧院に来ないことにつき批判する
回答をしている。この比丘に対しては、他の地区の在家者が施しをしているとのことであるが、
比丘は「瞑想に来ることを勧めているが誰も来ない」と不満を漏らしている。この事例は例外的
なものであって、通常は、比丘は村人からの依頼に対しては気持ちよく引き受けるよう気を使っ
ている、と述べている。スパイロによると出家者と在家者は reciprocity（互恵の規範）により
支配されているので、その互恵関係が壊れると、衝突が生じると解釈し、「高貴な僧侶は俗世の
取るに足らない（狭量な、わずかな）ことから離れている」というステレオタイプな見方は適切
ではないとしている。
　藏本 23 は、ミャンマーの僧院組織における経済的なジレンマの存在に触れている。律を厳格
に遵守すると、僧侶は布施された動産の管理や、金銭に触れることが禁止されているので、浄人
と呼ばれる在家者にその管理をすべて任せることとなる。生活上の必要時にはその浄人から支給
を受けるか、代わりに購入してもらうなど日常的なサポートが必要であって、実生活上きわめて
不便である。藏本は「現世逃避的な経済倫理に規定された出家生活は、それゆえに生活のすべて
を世俗に依存する必要が生じてくるという逆説」と指摘している。実際は、特に都市部の僧院で
は、金銭に触る、午後に食事をとるなどの、ひと目で分かる律違反が多いようで、これに不満を
いだく都市住民も多い。
　一方では、「森の僧院」とよばれる、都会から離れた場所で厳格に律を遵守して瞑想をする生
活を送る僧院は、「本物の出家者」と呼ばれて、人気を得ている。比較的裕福な都市住民が仏教
教義を学ぶ中で、従前の、より良い来世への転生を目指す積徳から直接的に涅槃を志向するもの
となっているという「本物志向」がみてとれるという。
　タイでは、社会と積極的に関わろうとせずに律を遵守する出家者を高く評価し、このカリスマ
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的な「森の僧」が体現するパワーを得ようと考える人も多い。森の僧院や聖遺物への巡礼や、森
の僧が関わるお守りを購入したり等の現世的なメリットを得ようと人気がある。
　在家者は必ずしも、サンガや出家者（比丘）すべてを福田の対象として考え、尊敬しているの
ではなく、“自らの利益となるための対象として” 位置付けているという視点から見ると、フィー
ルドワーク報告にあらわれる在家者の行動、考えが説明できると思われる。
3．在家者の宗教的実践から見える考え方
　テーラワーダ仏教圏で仏教徒と自称していても、在家者の多くはパーリ語で書かれた聖典は読
めず、また仏教教義についても詳しいわけではないと報告されている。以下では、実践されてい
る宗教儀礼の調査や住民への聞き取り調査の報告から、宗教的な考え方に関する事柄を抽出し
て、仏教ないし非仏教と認識されているものについて検討する。
3．1　タイ
（1）タンブンという考え
　在家者にとって功徳を積む行為（積徳行、タイ語でタンブン）は重要とされている。
　石井米雄はタイの仏教を次のように捉えている。
「テーラワーダ仏教は、二重構造を持つ宗教である。……異なった原理に基づく二つの宗教の複
合……ひとつは、エリートの宗教……目的は、自己の救いにある。……対極には、人間の体臭に
みちたマスの宗教……彼らの関心事は、……まめに暮らすこと、金をもうけること、出世するこ
と、総じてこの世のしあわせを得ることである。……エリートの宗教とマスの宗教。この二つの
あいだには、共生の関係がある。……サンガは「福田」であり、サンガの繁栄に貢献すること
は、……最大の善果を約束する行為にほかならないからである。……僧が社会におもね、進んで
みずからを世俗化することは、かえって在家者に失望を与えることである。」24
　また、中部タイの小農村で採集された古謡「サーマネーン・スピン」の物語を引いて、在家者
の考えを端的に紹介している。25 あらすじは、生類の命を奪うことを生業とする狩人の夫婦が死
後地獄に落ちたが、スピンという名の息子がサーマネーン（沙弥）となったので母が救われ、そ
の後 227 戒を守る比丘となったので父が救われた、と。
　タイ人の一般的な考えは、「タムディ・ダイディ（善行によって善果を得る）」という思想で
あって、仏教が目指す「涅槃（苦の現世からの解脱）」ではなく「現世での幸福（および来世で
の幸福）」を得ることが人生の目的となっている。26 また、共同体のしきたりに従うことが仏教徒
であることを意味し、仏教教義に関しては断片的な知識の寄せ集めで、仏教と非仏教との線引き
にも関心がない。27
　石井は、タイ人の仏教理解を、以下のようにまとめている。
①「タムディ・ダイディ、タムチュア・ダイチュア」（善行をなして善果を得る、悪行をなし
て悪果を得る）という因果応報観。
②死後の運命は、直前における「善行と悪行のバランスシート」によって決定される。
③輪廻転生の思想。現在の状態は、過去の無数の生による「帳尻」の総和としてあるという宿
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命論。しかし、「功徳」の蓄積によって、自己の運命を現世においてさえもある程度変える
ことができるという希望的楽観論が、その底に流れている。（この世とあの世とで善果が得
られるように）
④上述第 2 項のバランスシートの帳尻が赤の状態で生を終えると、地獄（ナロック）へ行くと
されている。
⑤ブンを得る最良の手段は出家すなわち比丘となることである。
⑥ひとりの人間のブンが、世を去ったその肉親に影響力を持ちうるという考え方。
  これは、「クルワット・ナーム」というブン転送の儀式の習慣を生み、民衆の宗教儀礼
の重要な部分を占めている。（ブンとはパーリ語の「ブンニャ puñña」のタイ訛り）
　青木保は、このタンブンの考えを端的に説明して、
「このタン・ブンの論理は……点の低いことは必要であっても見向きもされない……飢えた隣人
には一粒の飯もくれないかわりに恵まれた僧にサイ・バート（引用者注：施し）が殺到する……
タン・ブンのしくみを理解すれば、これは当たり前ということになるのである。」28 と解釈してい
る。
　タンバイア 29 は、タイ東北部での聞き取り調査結果を報告している。徳を積む行為にもラン
クがあって、最上位は、僧院（wat）を丸ごと建立すること。２位は、自身の出家／子供を出家
させることが並ぶ。３位は、僧院の修理費用を出す、カティナ（kathin）儀式への寄付。４位は
毎日の托鉢へ食物の提供。５位は僧院での儀式（Wanphra）への参加。６位は五戒を守ること。
となっている。これを、利益のイデオロギー（Ideology of merit）と名付けている。
　ブンナーク 30 は、在家仏教徒の義務について、情報提供者から以下の指摘があったとする。
すでにこの国には荒廃したままの僧院が数多くあるのに、新たな僧院の建設はばかげた、見栄張
りにすぎない。資産家にとっては、その金を学校や病院の建設によって共同体の役に立てること
が賞賛に値し、賢明であるとされ、タンバイアが説明する merit making の順位付けの考え方は
感じ取れなかった。平均的な在家者にとっての最も重視している実践は、個人それぞれの人生の
転機に出家者を招いて行われるヌガン・タン・ブン（ngan tham bun）である。他の merit 
making とされることを何年も行わずに蓄えておいて、自分自身あるいは親族や友人のために、
人生の危機の際に催されるヌガンで使う。僧院で行われる定例行事のカティナ祭やファ・パ
（Pha pa）はより重要度が低いと考えられている。これは、merit making が社会的に正しい行為
の副産物として得られるものとみなしているためとする。
　ブンナークは、元公務員の Khun Siri が催した 3 人の息子の受戒式の際の招待者とその寄付額
についての詳細な報告をしている。総数 260 名あまりの内、親族、仕事上の繋がり、友人関係の
ほかに、相互に merit making の関係で寄付をする人が 1/3 を占めている。全体の 7 割の人の支
出は 30 バーツ（500 円）以下であり、経済的な負担があまり大きくならないよう薄く広く集め
ているといえる。Siri は受戒式の前に、義理の母親の病気が重くなった際に、70 バーツをかけ
て 5 人の比丘を招き読経をしてもらっており、その結果病気が回復したとする。
　ボウイは、先行研究者の解釈を取りあげて、特権的な階層のものはたとえ合法的に得た富で
あっても、仏教徒としてその地位に応じた寄進を行わなければならないという道徳的な圧力があ
ると説明する。31
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　但見 32 がタイ北部の農村において聞き取り調査した結果によると、日本に出稼ぎ経験のある
女性の話として、稼いでいた頃は故郷の僧院に多額の寄付をしていたが、村に戻って生活してい
く内に、疑問を感じたと以下のように報告している。
　タンブンだといってたくさん料理を持ち寄っているが、食べきれずに余ったものを捨ててい
る。食べるものに困っている家もあるのにもったいない。寺を修理するために村人から金を集め
るのに際しても、食べるに困っている家からも集めようとする。寺が立派になっても村人の生活
が苦しいのでは何の意味があろうか。「タンブンよりも困っている人を助けるタムターン（ここ
では一般的な施しではなく貧しい人を助ける意味で使われている）の方がいい。困っている人を
見たらその人を助ける、その方が好きだ。（要旨）
　徳を積むことにより来世の幸福を願う、広く受け入れられていると説明されているタンブン
が、在家者それぞれにとっては、喜んで進んで行うという喜捨と考えるものもあれば、義務とし
て行わなければならない、コミュニティの円滑な関係を保つもの、自身と親族の幸福を重視する
もの、社会福祉の面から批判するもの、など実に多様に捉えられていることが分かる。
（2）精霊信仰への対応
　タイにおける精霊信仰については、タンバイア 33 による東北タイでの調査報告がなされてい
る。タンバイアは、村人は仏教の行事のほかに精霊（phi、ピー）を祀る儀礼について述べてい
る。精霊はさらに、家（物理的に住んでいる家）の守護霊、コミュニティの守護霊、悪霊 3 つに
分けている。仏教を含めて 4 種類の宗教儀礼を儀礼執行者の違いおよび村人に対してそれがメ
リット／デメリットをもたらすものであるか、生／死に関するものであるかについて、4 つのセ
クターに区分割り当てて解釈している。34 また、近年、津村文彦 35 により、精霊を対象とする呪
術師（東北タイでは mo tham, モータムと称する）についての詳しい報告がなされている。精霊
信仰は、単独の信仰としてではなく、仏教をヒエラルキーの頂点とする宗教的枠組みの下位に位
置付けられると通常説明される。仏教教義の中では、表向きピーは否定されているので、出家者
を招く宗教儀礼では、ピーに関する儀礼は行われないが、出家者が退出した後や、別途日時を決
めて、呪術専門家であるモータムが招かれ、呪術が執り行われる。謝礼は依頼者が決め、モータ
ムが金額を指定することはタブーとされている。モータムに弟子入りした津村の報告では、病気
の治療について比丘がモータムに教えたり、比丘がモータムに頼る例が紹介されている。2001
年に比丘が体調を崩し病院でも原因が分からなかった際に、モータムのもとに治療に通い、呪術
によって回復したのち、そのまま師事したとの報告もあり、比丘がモータムに対して常に上位で
あるとは言えない。36
　アーナン・カーンチャナパン 37 は、北タイにおける呪術治療師モーン・ムアンについて、以
下のように報告している。「僧もモー・ムアンになることができる。……幼い頃に得度してサン
ガに入った。……六十六歳であり、今も僧侶として……寺院にいる。」俗人の治療師は、「毎年
1 ヶ月は寺で暮らし仏教の戒律を堅く守る。……患者の目から見た彼の道徳的地位を徐々に高め
ることができ、結果として儀礼的力も強まっていく。
　精霊信仰と仏教との複雑な関係を示すものとして、田辺 38 による、北タイの都市チェンマイ
周辺で行われる「プーセ・ヤーセ」の儀礼の調査報告を取り上げる。
　20 世紀初頭までの数百年間チェンマイの王家が主催してきた儀礼で、現在は村人により行わ
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れている。土着の食人鬼の祖霊が仏教に帰依したので、食人をやめて王の捧げる水牛を食べるよ
うになったと言い伝えられているが、村人にとっては「雨乞いの儀式」として認識されている。
森の中につくられた祭場では、まずインドラなどの神が降臨するための大祠と様々な精霊が降臨
するための小祠が 12 設けられる。それらの祠の周りが木綿糸にて囲われる。この祭祀を取り仕
切る祭司は、出家経験者で地元ムアン文字の仏教テクストを読めるものが選ばれる。儀礼の最初
に祠を囲んだ糸の外で供犠となるスイギュウの屠殺～解体～調理が行われ、多くは大祠の祭壇に
ささげられ残りは各小祠の精霊に供物としてささげられる。祭司が、インドラ、四方位をつかさ
どる神々、地母神を招く唱句を唱え、儀礼が滞りなく進行することを祈願する。
　その後に、数人の仏教僧が祭場にあらわれ着座すると、祭司が五戒の受戒と読経を願い出る。
読経が始まり楽隊が演奏する中で、巨大な仏画が大木の枝に吊るされる。
　読経が続く中で、祭司は、小祠に向かい、各精霊を招く唱句を唱える。その内容はすべての住
民と家畜が災厄と病魔から逃れるよう、スイギュウほかの供物を捧げることを告げる。また、焼
き畑の作物が枯れて死なぬよう、水田の稲が枯れぬよう、雨が三か月ほど降り続くようにと祈願
をする。その後霊媒師に精霊が憑依して、踊り、肉を喰らい、スイギュウの死骸をもてあそぶな
どを行ったのち失神して倒れ、しばらくして別の精霊が憑依して仏画の前で踊り、ブッダへの帰
依を示したのち、参加者に祭場に使用した木綿糸を切り取って配りながら、参加者の祈願がかな
うよう呪文を唱える。
　これは、同じ場において仏教教義に反する動物の殺生が行われ、わずかな時間差で出家者はが
直接関与しないようになってはいるが、出家者の読経と精霊を祀る儀式が同時進行していること
から、全体を一つの「雨乞い儀式」とみなすことができる。
　ボウイ 39 は、タンバイアの論を説明して、「多くの村人にとっては、仏教徒としての実践は
「僧侶がつかさどり（務める）参加する宗教的行為（祈りなど）」よりも多くのものを取り込んで
いる」と指摘している。青木は、出家者でもピーを恐れているが、教義に反するため話したがら
ないことを指摘し、さらにタイの知識人たちの言動を、「あまりながくいると、タイ仏教の悪い
面をみることになる……仏教に呪術とか占いが併合されていることを、近代国家タイの “ 恥部 ”
として隠そうとする。」と紹介している。40
3．2　ミャンマー
（1）パゴダとウェイザー信仰
　ミャンマーにおける在家者の信仰として、他地域と比較して特に目立つのがパゴダ 41 および
それと関係の深いガイン（gaing）という組織により実践されているウェイザー（weikza）信仰
である。42 ミャンマーでよくみられるパゴダは、仏像等を安置している仏教施設ではあるが、比
丘が住み修行する僧院とは、まったく異なる施設であり、相互の関係性ははなはだ少ない。43 僧
院は、出家者が生活し修行する聖なる場として、世俗社会と切り離された静寂な世界であり、僧
院長が管理している。在家者が僧院を訪れるのは、布施、短期間の出家体験、布薩日の八戒ない
し十戒順守 44、のためである。
　一方パゴダは、仏の舎利を収めた仏塔であり管理は在家者が行い、通常は比丘が訪れることは
ない。土産物店があり、音楽が流されるなど、にぎやかである。料金を払って祈願をしてもらう
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こともあるが、それを行うのは出家者ではない。
　上ビルマにおけるパゴダ内部の詳しい調査が、メンデルソンにより報告されている。45 仏塔
（パゴダ）を中心に、 ブッダの像のほか有名ないくつかのウェイザーの人形や数多くの精霊（nat
ナッ）の人形を祀りそれぞれに供え物をしたり、占星術用のチャートがあったり、一方では菩提
樹が植えてあったりと、極めて雑多な状況が報告されている。
　ウェイザーとは、特に都市部で信仰されている実在の人物（とされている）である。46 何らか
のきっかけによって超能力（呪符、民間医療、錬金術、占星術など）を身に着けた人物で、パゴ
ダの売店で写真や絵が売られている。ウェイザーを信仰する集団（ガイン）は、個人で加入し、
ウェイザーへの信仰を通じてパゴダへの寄進を行い、仏教徒としての役割を果たしていると考え
ている。
　土佐 47 によって、パゴダ建立儀礼の際の供え物の序列が報告されている。ウェイザーの序列
の高いのが目立つ。
ブッダ＞ウェイザー＞天神（梵天、帝釈天、四天王、龍王、ガルーダ）＞守護神（上位のナッ
（nat）や鬼、帝釈天の家来であるナッミン（nat min））＞精霊（祖先の精霊、三七神）
　ブッダを頂点として、インド由来の神々、土着の様々な神や精霊を下位に位置づけるヒエラル
キーの思想が現れている。また、飯國 48 は、「パゴダは仏教のアイコンであると同時に、仏教を
頂点としながら人間と宗教的伝統を異にする多様な「見えない存在」とをつなぐ、時空間を越え
た結節点となっているのである」「また、建立儀礼では僧侶の介在がみられたが、パゴダは基本
的に民衆の宗教空間であり、人はパゴダ＝仏と直接的にかかわる。つまり、パゴダという宗教空
間において、「福田」としての僧侶の関与は限定される。この点は、僧侶＝「福田」として、僧
侶への寄進を最重要視する見方とはやや異なる」と福田思想とは別の思想が現れていると指摘す
る。
　ミャンマーでは、功徳の最上位に上げられるのが、パゴダの建立寄進である。飯國 49 は、
様々な寄進のあと、最終的にパゴダの建立をした夫妻について述べている。寄進の初めは僧院で
水浴びをして病気が治ったお礼に僧房を寄進、その功徳で売り上げが飛躍的に伸びたので、僧院
を建立しさらに宝くじが当たり、ついにはパゴダを建立した。来世の幸福を願って行った布施行
が現世にも利益を与えてくれたと考えている。僧院やパゴダの建立の際には、親族や知人などが
仏像その他のものを合わせて寄進したり、僧院長出身地の村人たち 120 名が、建設のために無料
の労働奉仕を行ったりしている。ここでは、財力のある者が大きな積徳行を行うことは、同時に
多くの人々にそれぞれの経済事情に見合った功徳を積む場を提供することに繋がっている。同一
地域において実生活を共に営む共同体ではないが、功徳のネットワークで繋がったバーチャルな
共同体が形成されていると考えられる。
　仏教教義から外れて、現世利益を求める指向性の強いパゴダおよびウェイザー信仰であるが、
在家者にとってはそれが仏教徒としての信仰であり、かつそこへの寄進を共同で行うことによっ
て、親族・知人などとの共同体を構成し、あるいは維持強化する役割を果たしていると考えられ
る。その共同体の上に仏教教団が形成されているといえよう。
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3．3　スリランカ
　藪内によると、スリランカの寺院では「（ヒンドゥーの神々が）仏教寺院の境内にも祀られて
いる（デーワーレという）……仏殿の回廊部や、ときに内陣部にも見られる……香や花を捧げ
……ブッダに礼拝して功徳を積み、デーワーレにおいては、財物を捧げつつ、今積んだばかりの
功徳を神々に回施して現世利益を願う。」「仏教寺院の境内で神々の祈祷を担うのは比丘ではな
い。カプラーラと呼ばれる専従の祈祷師である。カプラーラはバラモンではなく妻帯した祈祷師
である」50 として、仏教寺院内でヒンドゥーの神々を祀り祈祷が行われていることが報告されて
いる。
　ゴンブリッチとオベーセーカラの報告によると、スリランカの人々は、テーラワーダ仏教のほ
かに、インドの神霊信仰の影響を強く受けている。仏教寺院のそばには南インドのタミル人が信
仰するカーリー女神を祀った社があり、人々は仏教寺院と共にそこに詣でる。「人は司祭に料金
を払い、敵に復讐するために山羊や鶏を殺すのである。そこに来る人は、実際にはたいていシン
ハラ仏教徒である。」「仏教徒は、カーリー女神の社では山羊や鶏をカーリー女神に供犠し、その
後、正統的な崇拝のために仏教寺院に行くということを行っているのである」51
　ゴンブリッチは「一方ではカーリー女神のために動物供犠を行い、他方では仏教寺院で正統的
な崇拝を行うということに、仏教徒が明らかな矛盾を感じないでいるか、あるいは感ずることを
拒否している」ことに疑問を呈し、以下のような解釈をしている。
「仏陀は、……人間の物質的利害にほとんど発言権を持たない存在である。」52「同一人物が、「異
なる宗教」（適当な言葉が見つからない）を異なるコンテクストにあてはめるのは、ごくありふ
れたことである。……仏教は来世のためで、神霊信仰は現世のためだ（「仏陀は救済のため、
神々は神頼みのため」）とする、シンハラの伝統的な区分がそうである。」）53「コロンボのスラム
に住む多くの人にとって、仏教は、必要があれば誉めあげるべき何か高尚なもので、彼らの社会
的・政治的アイデンティティーを主張する助けにはなるが、理解するには深遠すぎ、生活のため
の闘いに役立てるには世俗離れしすぎている。」54 と説明している。
　併存しえないと考える二つの宗教を人々が実践していることに矛盾を感じて、合理的な説明を
試みていると考えられるが必ずしも説得性があるとは思われない。タイやミャンマーにおける精
霊信仰、ウェイザー信仰と同様にカーリー信仰があり、現世利益を求めながらもそれ等を包含す
ることによって共同体が成り立つ。仏教教団はその上に成り立っていると考える方が無理がない
と思われる。
3．4　カンボジア
　大坪は、カンボジアの村落に住み込んで、主に女性たちの行う行事に参加した調査報告をして
いる。
　カンボジアでは、9 月から 10 月にかけて、プチュムバン祭という餓鬼や先祖供養の儀礼が寺
院において開催される。そこで話されている法話は次のような内容である。餓鬼は見えないが寺
の前に立ち、子孫が来るのを待っている。先祖の内のだれ一人餓鬼界にいないことはあり得ない
から、出家者に布施をして、その功徳を死者に回向するべきである。「大事なのは僧侶に布施を
して、成果（功徳の意）を回向することであり、餓鬼、先祖、親戚、名前を覚えている死者に回
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向することである」55。功徳の大きさはその対象によって異なり、僧侶＞持戒者＞戒を保持して
いない人＞動物の順に小さくなると考えられている。また、功徳は、ろうそくの炎のようなもの
で、人に与えても減ることはない。むしろ人に与えることで自分の功徳が増えると考えられてい
る。56 
　寺院の維持のために寺院アチャーと寺委員会がある。57 アチャーは出家経験を持つ高齢の男性
が選ばれることが多く、常に八戒を守り終身であることが多い。アチャーは儀礼の際には司会進
行役をつとめ、経文を先導して朗唱する。寺委員会は、アチャーとともに住職を助けて寺の運営
全般に当たる。財産の管理、儀礼の運営、地域への連絡、布施の呼びかけ受付など。某寺では委
員は周辺の各村から選ばれ、活動の実数は男女ほぼ同数である。寺委員会のひとびとは社会的活
動もしている。「自分の幸福のために他者を助ける。」との考えである。58
　カンボジアでは、1970 年代の政権による弾圧で仏教教団が壊滅状態になったが、その後の復
興はめざましい。それも、在家者が寺院の維持に積極的に組織的に関わっていること、さらにそ
れらの人々が、共同体の中で社会的な活動 59 も同時に行っていることがその理由ともいえよう。
3．5　まとめ
　在家者が出家者のサンガをどのように見ているかについては、従来福田思想で説明されてきた
が、フィールドワーク報告によると、在家者の考えが福田思想のみで貫かれているとは考えにく
い。来世を期待するよりも現世での目に見える利益、例えば、富をえることや目前の危機（旱魃
対策としての雨乞い、病気の平癒祈願など）の回避などに重点が置かれていて、精霊信仰や呪術
など仏教教義と異なることを実践しているのもその一環と考えられる。
　功徳を積む行為（積徳行）については、布施行為の中心となる者のほかに、様々な人が経済レ
ベルに応じた寄進を行う慣行や、貧しいものに布施物を渡して共に功徳を得ようとする行為さえ
みられる。共同体を維持するために、功徳を積むことによる恩恵を共に得ることが必要であると
する考え方が根底にあると言えよう。
4．おわりに
　テーラワーダ仏教圏における在家者の宗教的実践について、以下の角度から検討した。
（1）聖典等に示される在家者に期待する役割
（2）在家者が考える在家者にとっての出家者の役割、存在意義
（3）世俗的利益をもたらすものとしてのサンガ等の役割
（4）土着の精霊信仰と仏教との棲み分けの智慧。儀式を分けること
　在家者の視点から仏教の実践を見ると、社会生活上における様々な課題に対して、聖典に説か
れている仏教の実践は、生活のごく一部をなすにすぎない。伝承され出家者によって解説されて
きた仏教教義も、実生活上の要求に合わせた現世利益を求める見方で解釈をしている。その解釈
で特に特徴的なのは、個人的な利益追求のみでなく、共同体の他の人々と一緒にその利益（功
徳）を得よう、分かち合おうとする姿勢である。
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　仏教の範囲を教義の面からのみ捉えたり、仏教教団の立場から見て、在家者の行う宗教的実践
について、出家者の参加／不参加を基準とするなどで仏教／非仏教の境界線を引くことは可能で
あろう。これに対して、在家者側から見ると、社会生活の上で共同体の維持・存続は重要であ
り、それを確保するために現世利益的な様々な要求・希望を満たす必要がある。そのために仏教
教団（サンガ）があり、精霊信仰などに基づく呪術・占術などがあるとして、両者を混然一体と
して認識しているといえよう。なお、仏教教団としては公式に否定している呪術なども、実際に
は一部の出家者、女性修行者、仏教徒を自認する霊媒師・呪術師が在家者の欲求を満たすべく
行っていることからも、この認識は根強いものと思われる。在家者は、仏教徒であると自覚し、
仏教は生活の一部を成しているが、出家者と異なり仏教が生活すべてを規定しているわけではな
い。在家者の社会生活は仏教よりも広いと考えるとこの認識は説明できる。
　テーラワーダ仏教を教義の面や仏教教団（サンガ）からではなく、在家者側の視点から眺める
とどのような世界が見えてくるか、先行研究者のフィールドワーク報告をもとに検討した。教義
側からは理解しがたい在家者の非仏教的行動も、在家者の共同体における社会生活上の必要性の
観点から見れば混然一体となって違和感なく存在している、と言える。
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